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資料－１ 
 
 
 

第１７回 揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 議事要旨 
 

日 時：令和７年２月１４日（金）１０時３０分から１１時４０分 
場 所：揖斐川町地域交流センター「はなもも」２F  

 
１．開会 
 
２．挨拶（揖斐川町長） 
 
３．報告及びその審議結果等 
  （１）「揖斐川水源地域ビジョンにかかる活動報告および活動計画について」 
   ①揖斐川町 

新たな産業の振興として、横山ダム・徳山ダムを活用した特産品開発（日本

酒貯蔵）事業を実施状況の報告と徳山ダム堤体での天体観測イベント実施予定

について報告があった。 
   ②生命の水と森の活動センター 

水環境・自然生態系の保全するための取り組みとして「揖斐川上流域の清掃

活動及び環境パトロール活動」、揖斐川上流域の荒廃林及びコア山での植栽、

保育活動の「実のなる木を植えよう大作戦」、「小中学生による苗木のホームス

テイ活動」の実施の報告がされた。自然環境や環境保全の学習・啓発・体験と

して小中学生等を対象に各種体験活動の実施や PR 活動をしたことが報告され

た。徳山ダムや関連施設の総合案内や名古屋市水フェスタでのセンターおよび

学習館のＰＲ活動を実施したことが報告された。 
   ③徳山ダム管理所 

徳山湖の水質監視（水質調査）、命の水と森の活動センターに協力し「実の

なる木を植えよう大作戦」、「苗木のホームステイ」の実施、水の週間のダム見

学会などを実施したことが報告された。 
   ④木曽川水系ダム統合管理事務所 

通年実施しているダム見学会や「森と湖に親しむ旬間」に併せてイベントを

実施したことと、横山ダム６０周年記念イベントを実施したことが報告された。 
   ⑤名古屋市上下水道局 

名古屋市上水道給水区域の小学生とその保護者を対象に「水源地域探検隊」

（親水体験、徳山ダム見学）を実施したこと及び次年度も同様に実施する予定

1



であることが報告された。 
⑥西濃広域観光推進協議会 

水源地域の魅力を活用した産業の振興を図るため、「観光客誘致促進キャン

ペーン」、「周遊観光商品造成事業」、「産官学連携事業」、「海外観光プロモーシ

ョン事業」などを実施したことが報告され、次年度も引き続き実施していくこ

とが報告された。 
   ⑦大垣商工会議所 

地域資源の活用による、交流産業の創出・育成のため、「HP 及び Facebook
による情報発信」、「地域団体商標カードの配布」、「西美濃産業観光読本（改定

版）の配布及び WEB 公開」を実施したことが報告され、次年度も引き続き実

施していくことが報告された。 
   ⑧中部電力(株) 

学習の場の提供として、「発電所の見学」、観光振興として「いびがわマラソ

ンの運営協力」、啓発活動の推進として「揖斐川筋の漁協・小学校・教育委員

会に対する水難事故防止 PR 活動や入川者に水難事故を注意喚起するのぼり旗

の設置」を実施したことが報告され、次年度も引き続き実施していくことが報

告された。 
   ⑨岐阜県揖斐農林事務所 

学習の場の提供として、揖斐川町、池田町の小学校、中学校等に総合学習等

の時間を利用し森林、林業、水環境に関する学習や体験活動を実施したことが

報告され、次年度も引き続き実施していくことが報告された。 
   ⑩揖斐県事務所 

観光振興として、「バスツアー」、「福井県側のマスコミへのＰＲキャラバン」、

「イベントでの観光ＰＲ」、「パンフレットのリニューアル」を行ったことが報

告され、次年度も引き続き実施していくことが報告された。 
 
４．その他 

 
５．閉会 
 

                             以上 
 
 

2



(1) 揖斐の防人・中部の水瓶としての上流域の環境を、みんなで守り育てる

(2) 自然の叡智や風土など水源地域そのものを「水と森の自然博物館」として、学び、やすらぐ

(3) 流域ぐるみで協働し、流域文化の創造と展開を図る

施 策 (1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

②ダム機能保全のための森林の保全整備

③自然生態系の保全

④環境調査

施 策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

⑥研修の場の提供

⑦健康づくりと安らぎの場の提供

施 策 (3)　広域で継続的な交流・連携の推進

⑧活動を通じた上下流交流

⑨教育交流の推進

⑩県境を越えた広域連携

施 策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

⑫新たな産業の振興

施 策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

⑭人材育成

⑮啓発活動の推進

⑯危機管理

⑰交流の場づくり

基本方針を踏まえた５つの取組方針と主な方向

揖斐川水源地域ビジョンについて

揖斐川水源地域の将来像（目標像）

日本のどまん中を支える日本一の水と森が織りなす流域文化の創造

    － みんなで守り、学び、やすらぐ、日本一元気な流域を目指して －

目標像を実現するための３つの基本方針

施策項目

施策項目

施策項目

施策項目

施策項目
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資料３ 

 

 

 

令和７年度活動報告 

 

水源地ビジョンに関する取組内容 

 

 

 

 

実施スケジュール 
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（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
1
)
日

本
の
ど
ま
ん
中
を
支
え
る
大
切
な
自
然
環
境
の

保
全

施
策
項
目

①
水
環
境
の
保
全

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

2
月

3
月

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）

N
P
O
揖
斐
自
然
環

境
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
徳

山
ダ
ム
管
理
所

生
命
の
水
を
育
む
現
流

域
の
水
環
境
を
保
全
す

る
た
め
の
清
掃
活
動
等

の
実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

1
1
月

1
2
月

1
月

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

徳
山
ダ
ム
管
理
所

－
ダ
ム
湖
の
水
環
境
の
保

全
に
取
り
組
む

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

○
5
月

揖
斐

川
上

流
水

源
地

域
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
1
0
月

冠
山

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
1
0
月

夜
叉

ヶ
池

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
(原

則
週

1
回

実
施

予
定

）
徳

山
ダ

ム
上

流
域

の
陸

上
巡

視
、

環
境

パ
ト

ロ
ー

ル
、

公
衆

ト
イ

レ
の

清
掃

活
動

を
計

画

○
4～

1
1
月

（
原

則
月

1回
実

施
予

定
）

徳
山

ダ
ム

の
湖

上
巡
視

を
計

画

○
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
・

底
質

の
状

況
を

定
期

的
（

月
1
回

）
に

監
視

し
、

調
査

結
果

（
速

報
値

）
を

徳
山

ダ
ム

Ｈ
Ｐ

「
現

在
の

ダ
ム

状
況

（
水

質
情

報
）

」
に

掲
載

（
通

年
）

●
5
/3

1
揖

斐
川

流
域

ク
リ

ー
ン

大
作

戦
を

実
施

●
（

原
則

週
2
回

実
施

）
徳

山
ダ

ム
上

流
域

の
陸

上
巡

視
、

環
境

パ
ト

ロ
ー

ル
、

公
衆

ト
イ

レ
の

清
掃

活
動

を
実

施

●
（

原
則

年
4
回

実
施

）
徳

山
ダ

ム
の

湖
上

巡
視

を
実

施

●
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
・

底
質

の
状

況
を

定
期

的
（

月
1
回

）
に

監
視

し
、

調
査

結
果

（
速

報
値

）
を

徳
山

ダ
ム

Ｈ
Ｐ

「
現

在
の

ダ
ム

状
況

（
水

質
情

報
）

」
に

掲
載

し
た

（
通

年
）

●
1
0
/
1
1

冠
山

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

実
施

●
1
0/

2
5

川
と

海
の

ク
リ

ー
ン

大
作

戦
に

参
加

5



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

施
　
策

(
1
)
日

本
の
ど
ま
ん
中
を
支
え
る
大
切
な
自
然
環
境
の

保
全

施
策
項
目

③
自
然
生
態
系
の
保
全

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
、

N
P
O
揖
斐
自
然
環
境
レ

ン
ジ
ャ
ー
）

N
P
O
揖
斐
自
然
環

境
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
徳

山
ダ
ム
管
理
所

豊
か
な
野
生
生
物
を
育

む
自
然
環
境
の
保
全
に

向
け
た
植
樹
活
動
の
実

施 （
徳
山
ダ
ム
コ
ア
山
の

植
栽
、
保
育
）

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

○
6月

コ
ア

山
下

草
刈

り
及

び
獣

害
防

止
カ

バ
ー

等
の

設
置

を
計

画

○
6
月

一
般

公
募

に
よ

る
コ

ア
山

の
下

草
刈

り
を

計
画

○
4
月

地
元

小
中

学
校

に
よ

る
コ

ア
山

へ
の

仮
植

え
作

業
を

計
画

○
9
月

、
1
0月

地
元

小
中

学
校
に

よ
る

植
樹

活
動

（
苗

木
の

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

活
動

）
を

計
画

○
1
0/

末
第

2
5
回

徳
山

ダ
ム

上
流

に
実

の
な

る
木

を
植

え
よ

う
大

作
戦

を
計

画

○
9月

コ
ア

山
下

草
刈

り
及

び
獣

害
防

止
カ

バ
ー

等
の

設
置

を
計

画

●
4
/1

7
,
2
3
 
地

元
小

中
学

校
に

よ
る

コ
ア

山
へ

の
仮

植
え

作
業

を
実

施

●
1
0/

1
,
1
0
/
3

地
元

小
中

学
校

に
よ

る
植

樹
活

動
（

苗
木

の
ホ

ー
ム

ス
テ

イ
活

動
）

を
実

施

（
各

4
3名

､
3
9
名

）

●
1
0
/
2
5

第
2
5
回

徳
山

ダ
ム

上
流

に
実

の
な

る
木

を
植

え
よ

う
大

作
成

を
実

施

（
2
0
名
参

加
）

6



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

－

計
画

実
績

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）
徳
山
ダ
ム
管
理
所

計
画

実
績

水
の
週
間
イ
ベ
ン
ト

（
徳
山
ダ
ム
）

徳
山
湖
周
辺
の
優
れ
た

自
然
環
境
を
活
用
し
た

様
々
な
体
験
活
動
の
実

施

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

徳
山
ダ
ム
管
理
所

中
部
電
力
株
式
会
社

－

計
画

実
績

水
力
発
電
所
の
役
割
や

機
能
を
紹
介
し
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く

中
部
地
方
整
備
局

木
曽
川
水
系
ダ
ム

統
合
管
理
事
務
所

計
画

実
績

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

（
通
称
”
も
り
み
ず
”
）
イ

ベ
ン
ト

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

横
山
ダ
ム
管
理
室

1
2
月

1
月

2
月

3
月

具
体
の
施
策

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

第
Ⅱ
四
半
期

施
　
策

施
策
項
目

主
催

団
体

参
加
・
協
力
団
体

第
Ⅰ
四
半
期

(
2
)
日
本
一
の
水
と
森
に
学
び
、
や
す
ら
ぐ
場
と
し
て
の
活
用

⑤
学
習
の
場
の
提
供

○
7
/2
1～

3
1
「

森
と

湖
に

親
し

む
旬

間
」

と
し

て
各

種
行

事
を

計
画

（
7
/2

6に
イ

ベ
ン

ト
開

催
を

予
定

）

○
7月

下
旬
（

予
定
）

発
電
所

の
見
学

会
を
計

画
（
国

土
交
通

省
横

山
ダ

ム
管

理
支

所
と

合
同

開
催
予

定
）

○
8月

第
1
週

「
水

の
週

間
イ

ベ
ン

ト
」

と
し

て
徳

山
ダ

ム
特

別
見

学
会

を
計

画

○
7
/末

親
子

サ
マ
ー

チ
ャ
レ

ン
ジ
を

計
画

○
1
2月

親
子

ウ
イ

ン
タ
ー

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

計
画

○
1～

2月
（

5
回
実

施
予
定

）

雪
と

の
ふ

れ
あ

い
体

験
を

計
画

●
7
/2
6（
徳
山
ダ
ム
堤
体
登
坂
体
験
、
親
水
体
験
、

自
然
観
察
会

親
子
2
組
6名
参
加
）

●
1
2/

13
 
冬

の
ク

ラ
フ

ト
づ

く
り

を
実

施

（
親

子
9組

19
名
参

加
）

●
1/
1
7
 ス

ノ
ー

シ
ュ

ー
実

施
（

親
子

6組
16
名

）

1/
3
1

歩
く

ス
キ
ー

（
親
子

6
組

15
名

）

2/
0
7
 イ

グ
ル

ー
実

施
（

親
子

6組
1
3名

）

●
5
/2
9徳
山
ダ
ム
堤
体
登
坂
体
験
（
1
4名
参
加
）

●
6
/2
5徳
山
ダ
ム
堤
体
登
坂
体
験

●
徳
山
ダ

ム
湖
の

巡
視
体

験

5
/1

4宮
地

小
学

校
（

14
名

）

6
/0

3谷
汲

小
学

校
（

23
名

）

6
/1

3日
吉

小
学

校
（

19
名

）

8
/2

9個
人

（
14

名
）

1
0/

24
福

寿
小

学
校

（
8
9名

）

●
8
/3

（
「
水

の
週
間

イ
ベ
ン

ト
」
と

し
て
徳

山
ダ
ム

特
別
見

学
会
を

実
施
）

参
加

者
約

6
0
0名

●
7/
2
6

「
森

と
湖

に
親

し
む
旬

間
」
と

し
て
イ

ベ
ン
ト

実
施
（

当
日
の

来
場
者

数

（
ダ
ム

カ
ー
ド

の
み
配

布
も
含

む
）
は

14
5名

）

●
7
/2

6
発
電

所
の
施

設
見
学

会
を
実

施

7



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）
徳
山
ダ
ム
管
理
所

宿
泊
施
設
「
ふ
じ
は
し
星

の
家
」
を
利
用
す
る
児
童

生
徒
等
の
各
種
研
修
活

動
へ
の
支
援
と
体
験
活

動
の
実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
2
)
日

本
一
の
水
と
森
に
学
び
、
や
す
ら
ぐ
場
と
し
て

の
活
用

施
策
項
目

⑥
研
修
の
場
の
提
供

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

○
5
月

～
1
1
月

「
ふ

じ
は

し
星

の
家

」
に

宿
泊

す
る

小
中

学
校

児
童

生
徒

等
の

各
種

団
体

等
が

実
施

す
る

各
種

研
修

活
動

の
支

援
や

、

自
然

環
境

や
自

然
素

材
を

活
用

し
た

様
々

な
体

験
活

動
を

計
画

（
1
月

末
時
点

7
5
団

体
を

予
定

）

○
杉

原
山

登
山

道
の

整
備

を
予

定

●
「

ふ
じ

は
し

星
の

家
」

に
宿

泊
す

る
小

中
学

校
児

童
生

徒
等

の
各

種
団

体
等

が
実

施
す

る
各

種
研

修
活

動
の

支
援

や
、

自
然
環

境
や

自
然

素
材

を
活

用
し

た
様

々
な

体
験

活
動

を
実

施
（

2
月

上
旬

時
点

9
4
団
体

3
,
1
00

名
参
加

）

・
E
ボ

ー
ト

体
験

（
1
5
団

体
3
7
7
名
）

・
オ

リ
エ

ン
テ

ー
リ

ン
グ

や
天

体
観

測

・
マ

イ
箸

づ
く

り
や

丸
太

切
り

、
火

起
こ

し
体

験

●
5
/7

 杉
原

山
登

山
道

の
整

備
を

実
施

●
揖
斐
川
町
木
育
活
動
の
支
援
（

8/
1、

8/
7）

8



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

名
古
屋
市
上
下
水
道
局

揖
斐
川
町
（
生
命
の

水
と
森
の
活
動
セ
ン

タ
ー
）
、
徳
山
ダ
ム

管
理
所

水
源
地
探
検
隊

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）

－

揖
斐
川
上
下
流
の
小
中

学
児
童
生
徒
や
一
般
住

民
が
互
い
に
学
び
交
流

で
き
る
体
験
活
動
の
実

施

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
3
)
広

域
で
継
続
的
な
交
流
・
連
携
の
推
進

施
策
項
目

⑧
活
動
を
通
じ
た
上
下
流
交
流

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

○
7月

（
予

定
）

ブ
ナ
林

探
訪

会
（

冠
山

周
辺

の
ブ

ナ
原

生
林

を
訪

れ
、

徳
山

ダ
ム

上
流

域
の

植
物

や
そ

こ
に

生
き

る
昆

虫
等

を
観

察
し

、

森
林

の
も

つ
役

割
や

水
環

境
に

つ
い

て
学

ぶ
ツ

ア
ー

）
を

計
画

○
5月

（
予

定
）

道
の
駅

等
へ

出
向

い
て

水
と

森
の

学
習

館
の

諸
活

動
を

P
R
す

る
と

と
も

に
、

ク
ラ

フ
ト

体
験

を
通

し
て

揖
斐

川
上

流
の

魅
力

を
発

信

○
8月

（
予

定
）

水
源

地
体

験
隊

は
、

募
集

人
数

を
小

学
生

と
保

護
者

3
0
組

6
0
名

程
度

と
し

て

以
下

の
活

動
を

計
画

・
徳

山
ダ

ム
見

学

・
水

源
地

保
全

の
重

要
性

に
関

す
る

講
義

・
親

水
体

験
な

ど
の

体
験

活
動

名
古

屋
市

給
水

区
域

内
に

在
住

の
小

学
生

を
対

象
に

以
下

の
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

■
主

な
内

容

・
徳

山
ダ

ム
見
学

・
水

源
地

保
全
の

重
要

性
に

関
す

る
講

義

・
親

水
体

験

●
8
/7

（
参

加
人

数
1
8組

5
0
名

）

●
4
/1

2
 
西

濃
建

設
イ

ベ
ン

ト
に

参
加

（
1
5
名
参

加
栃

の
実
荘

に
て

木
の

実
ス

ト
ラ

ッ
プ

）

●
8
/
3
0
 
西

濃
建
設

イ
ベ

ン
ト

に
参

加
（

2
0
名

参
加

栃
の

実
荘

に
て

木
の

実
ス

ト
ラ

ッ
プ

）

●
6
/2

 な
ご

や
水

フ
ェ

ス
タ

に
出

店
（

5
9
名

参
加

バ
ー

ド
コ

ー
ル

作
り

を
実

施
）

9



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

岐
阜
県
・
揖
斐
川
町

徳
山
ダ
ム
管
理
所
、

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
協
議
会
構
成

員

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の

運
営
協
力

計
画

実
績

西
美
濃
広
域
観
光
推
進

協
議
会

－

西
美
濃
地
域
が
持
つ
豊

か
な
自
然
と
多
く
の
優

れ
た
観
光
資
源
を
P
R
す

る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
の

観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
を
図
る
。

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
4
)
水

源
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

施
策
項
目

⑪
観
光
振
興

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１

）
観

光
客

誘
致

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

9
月

開
催

ツ
ー

リ
ズ

ム
EX
P
Oジ

ャ
パ

ン
20
2
5愛

知
・

中
部

北
陸

、
令

8
年

2
月

開
催

予
定

「
ぎ

ふ
西

美
濃

観
光

物
産

展
」

（
大

阪
）

）

（
２

）
周

遊
観

光
商

品
造

成
事

業
（

周
遊

観
光

商
品

の
調

査
及

び
新
規

造
成

・
販

売
）

（
４
）

海
外

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
事

業
令

和
8
年
1
月

～
2
月

予
定

台
湾

清
水

サ
ー

ビ
ス

エ
リ

ア
で

の
観

光
Ｐ

Ｒ

○
1
1月

開
催

時
い

び
が

わ
マ
ラ

ソ
ン

の
運

営
協

力
を

計
画

○
R
5.

1
1の

冠
山

峠
道

路
開

通
以

降
、

徳
山

ダ
ム

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
向

上
し

来
訪

者
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
徳

山
ダ

ム
を

利
用

し
た

新
た

な
観

光
イ

ベ
ン

ト

秋
頃

実
施

予
定

星
空
観

測
会

を
計

画

（
３
）
係
事
業
者
連
携
事
業

産
官
学
連
携
事
業

（
学
生
の
提
案
に
よ
り
商
品
化
さ
れ
た
ツ
ア
ー
に
対
す
る
価
格
助
成
）

●
1
0/

2
9
 
イ

ン
フ

ラ
ツ

ー
リ

ズ
ム

勉
強

会
の

開
催

・
イ

ン
フ

ラ
ツ

ー
リ

ズ
ム

魅
力

倍
増

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
つ

い
て

・
水

資
源

機
構

ダ
ム

の
観

光
活

用
に

つ
い

て

・
八

ッ
場

ダ
ム

の
観

光
活

用

（
１

）
観

光
客

誘
致

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

と
し

て

9
月

2
5
日

～
28

日
ツ

ー
リ

ズ
ム

Ｅ
Ｘ

Ｐ
Ｏ

ジ
ャ

パ
ン

2
0
2
5
（

愛
知

）
を

実
施

2
月

9
日

～
1
0日

「
ぎ

ふ
西

美
濃

観
光

物
産

展
」

（
大

阪
）

を
実

施

通
年

ク
ラ
ウ

ン
ロ

ー
ド

利
用

促
進

ポ
ス

タ
ー

掲
示

（
４

）
R7

.
3

台
湾

高
速

道
路

清
水

SA
で
の

観
光

P
R
展

（
２

）
西

美
濃

地
域

に
あ

る
観

光
資

源
を

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
た

う
え

で
旅

行
商

品
化

し
V
I
S
I
T
岐

阜
県

で
販

売

通
常

：
送

客
数

44
人

総
売

上
1
0
7
,
6
0
0
円

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

：
送

客
数

5
25

人
総

売
上

1
,
3
6
8
,
2
5
0
円

そ
の

他
N
EX

C
O
中

日
本

と
の

連
携

、
名

神
高

速
道

路
全

線
開

通
6
0
周
年

記
念

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

●
1
1
/
9
 
い

び
が
わ

マ
ラ

ソ
ン

当
日

の
給

水
協

力

給
水

用
地

、
飲

料
水

の
無

償
提

供
（

参
加

6
名

）

10



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

揖
斐
川
町

横
山
ダ
ム
管
理
室
、

徳
山
ダ
ム
管
理
所

横
山
ダ
ム
・
徳
山
ダ
ム
を

活
用
し
た
特
産
品
開
発

（
日
本
酒
貯
蔵
）
事
業

計
画

実
績

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
4
)
水

源
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

施
策
項
目

⑫
新
た
な
産
業
の
振
興

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

令
和
７
年
度
に
つ
い
て
も
貯
蔵
事
業
を
継
続
す
る
予
定
で
、
現
在
許
可
期
間
の
更
新
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

取
り
出
さ
ず
に
貯
蔵
し
て
い
る
日
本
酒
に
つ
い
て
は
、
３
年
、
５
年
と
長
期
の
貯
蔵
を
し
た
の
ち
商
品
化
予
定
。

追
加
の
貯
蔵
に
つ
い
て
は
事
業
担
当
課
の
商
工
観
光
課
と
貯
蔵
業
者
で
検
討
中
。

３
月
２
４
日
に
令
和
７
年
度
分
が
新
た
に
搬
入
さ
れ
、
貯
蔵
を
開
始
し
た
。

10
月

1日
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
た

61
2本
の
う
ち

46
8本
の
取
り
出
し
を
行
い
、

徳
山
ダ
ム
分
を
「
月
山
水
徳
の
山
」
、
横
山
ダ
ム
分
を
「
星
ろ
ま
ん
藤
の
橋
」
と
し
て
貯
蔵
業
者
の
店
舗
や
道
の
駅
で
販
売
を
行
っ
た
。

ま
た
、
揖
斐
川
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し
て
も
活
用
さ
れ
た
。

11



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

徳
山
ダ
ム
管
理
所

揖
斐
川
町
（
生
命
の

水
と
森
の
活
動
セ
ン

タ
ー
）

徳
山
ダ
ム
Ｐ
Ｒ

計
画

実
績

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

横
山
ダ
ム
管
理
室

中
部
地
方
整
備
局

木
曽
川
水
系
ダ
ム

統
合
管
理
事
務
所

ダ
ム
見
学
会
の
通
年
実

施 （
横
山
ダ
ム
）

計
画

実
績

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）

－

徳
山
ダ
ム
の
機
能
を
は

じ
め
治
水
・
利
水
の
大

切
さ
、
さ
ら
に
は
当
セ
ン

タ
ー
の
活
動
内
容
等
を

広
く
伝
え
る
情
報
発
信

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み

ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組

の
推
進

施
策
項
目

⑬
情
報
発
信

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１

）
徳

山
ダ

ム
や

関
連

施
設

の
総

合
案

内
（

通
年

）

（
２

）
生

命
の

水
と

森
の

活
動

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
学

習
館

の
Ｐ

Ｒ
活

動
（

名
古

屋
市

水
フ

ェ
ス

タ
参

加
予

定
）

（
４

）
恵

み
の
森

コ
ン

ソ
ー

シ
ア

ム
イ

ベ
ン

ト
等

へ
の

参
加

を
予

定

（
１

）
徳

山
ダ

ム
の

施
設

見
学

（
ダ

ム
天

端
及

び
左

右
岸

の
広

場
を

一
般

開
放

）
（

通
年

）

（
２

）
徳

山
ダ

ム
ダ

ム
カ

ー
ド

の
配

布
（

通
年

）

（
３

）
グ

ル
ー

プ
見

学
者

の
案

内
（

4
月

～
12

月
）

（
３

）
徳

山
ダ
ム

堤
体

登
坂

体
験

の
実

施

（
５

）
第

1
4回

揖
斐

川
上

流
水

源
地

域
の

自
然

写
真

コ
ン

ク
ー

ル
実

施
予

定

（
６

）
福

井
県
側

か
ら

の
来

客
に

対
し

て
、

分
か

り
や

す
い

説
明

や
資

料
作

り

（
１

）
徳

山
ダ

ム
や

関
連

施
設

の
総

合
案

内
を

実
施

（
通

年
）

（
2
月

上
旬

現
在

2
43

団
体

2
,
5
4
9
名

）

（
２

）
6/

2
名

古
屋

市
水
フ

ェ
ス

タ
参

加

（
５

）
第

1
5
回

揖
斐

川
上

流
水

源
地

域
の

自
然

写
真

コ
ン

ク
ー

ル
（

応
募

点
数

2
9
点

）

（
３

）
5/

2
9,

7
/
2
6

徳
山

ダ
ム

堤
体

登
坂

体
験

の
実

施

（
６

）
九

頭
竜

ダ
ム

の
視

察

（
２

）
ダ

ム
カ

ー
ド

を
約

2
0
,
6
0
0
枚

配
布

（
３

）
4月

～
1
2
月

：
ダ
ム

堤
体

内
な

ど
に

案
内

を
実

施
（

約
2
2
0
0
名

）

○
個

人
、

団
体

問
わ

ず
横

山
ダ

ム
の

見
学

会
を

計
画

（
通

年
）

ダ
ム
カ

ー
ド

を
5,

2
42

枚
配

布
(
1
月

末
)

4
月

～
1
2
月

：
ダ

ム
堤

体
内

な
ど

に
案

内
を

実
施

（
約

61
5名

1月
末

）

12



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－

揖
斐
川
筋
の
漁
協
・
小
学

校
・
教
育
委
員
会
に
対
し
て

水
難
事
故
防
止
P
R
活
動
を

実
施

計
画

実
績

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）
徳
山
ダ
ム
管
理
所

豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
様
々

な
研
修
や
啓
発
活
動
を

実
施

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み
ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組
の
推
進

施
策
項
目

⑮
啓
発
活
動
の
推
進

主
催

団
体

参
加
・
協
力
団
体

具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

○
小
中

学
校
児
童

生
徒
へ
の
啓

発
活
動
を

計
画
（
通

年
）

○
10

/末

徳
山

ダ
ム
及
び

ダ
ム
周
辺
の

自
然

環
境

に
つ

い
て

学
ぶ
研

修
会
を
計

画

○
6月

中
旬

水
難

防
止
PR
活
動

を
計

画

●
小
中
学
校

児
童
生
徒

へ
の
啓

発
活

動
を

実
施

（
通

年
）

●
10
/2
5

徳
山
ダ

ム
管
理
所
長

に
よ

る
徳
山
ダ

ム
の

機
能
や
役

割
を
中

心
と

し
た

講
話
を

実
施
（

3
9名

参
加

）

●
池
田
小
学

校
、
八
幡

小
学
校

、
下

多
度

小
学

校
で

出
張
授
業
を

実
施

●
6/

17
 揖

斐
川
町

流
域
小
学
校

（
７
校
）

、
教
育
委

員
会
に
対
し

水
難
事
故

防
止
Ｐ
Ｒ
を

実
施

。

13



（
 
令

和
７

年
度

活
動

報
告

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務

所
－

企
業
と
の
協
同
に
よ
る

森
林
づ
く
り

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
5
)
み

ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組

の
推
進

施
策
項
目

⑰
交
流
の
場
づ
く
り

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

（
１

）
イ

ビ
デ

ン
（

株
）

：
植

樹
、

森
林

整
備

、
遊

歩
道

整
備

を
年

１
回

計
画

（
２

）
（

株
）

大
垣

共
立

銀
行

：
植

樹
、

獣
害

防
除

対
策

、
木

工
教

室
を

年
１

回
計

画

（
３

）
（

株
）

平
和

堂
：

下
刈

り
、

除
伐

等
の

森
林

整
備

を
年

１
回

程
度

計
画

延
べ

2
5
0
名

の
参

加
を

予
定

（
１

）
イ

ビ
デ

ン
（

株
）

：
1
0
/
25

 獣
害

防
止

柵
設

置
、

遊
歩

道
整

備
（

参
加

者
約

1
3
0名

）

（
２

）
（

株
）
大

垣
共

立
銀

行
：

5
/
1
0

植
樹
、

野
外

工
作

体
験

（
参

加
者

約
1
3
0
名

）

（
３

）
（

株
）
平

和
堂

：
5
/
2
9

除
伐

、
下

刈
り

（
参

加
者

約
5
0
名

）

14
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（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

徳
山
ダ
ム
管
理
所

－
ダ
ム
湖
の
水
環
境
の
保

全
に
取
り
組
む

計
画

実
績

計
画

実
績

1
1
月

1
2
月

1
月

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）

N
P
O
揖
斐
自
然
環

境
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
徳

山
ダ
ム
管
理
所

生
命
の
水
を
育
む
現
流

域
の
水
環
境
を
保
全
す

る
た
め
の
清
掃
活
動
等

の
実
施

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

2
月

3
月

施
　
策

(
1
)
日

本
の
ど
ま
ん
中
を
支
え
る
大
切
な
自
然
環
境
の

保
全

施
策
項
目

①
水
環
境
の
保
全

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期 ○
5
月

冠
山

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
1
0
月

夜
叉

ヶ
池

登
山

道
ク

リ
ー

ン
作

戦
を

計
画

○
(原

則
週

２
回

実
施

予
定

）
徳

山
ダ

ム
上

流
域

の
陸

上
巡

視
、

環
境

パ
ト

ロ
ー

ル
、

公
衆

ト
イ

レ
の

清
掃

活
動

を
計

画

○
（
原

則
年

４
回

実
施

予
定

）
徳

山
ダ

ム
の

湖
上

巡
視

を
計
画

○
ダ

ム
貯

水
池

の
水

質
・

底
質

の
状

況
を

定
期

的
（

月
1
回

）
に

監
視

し
、

調
査

結
果

（
速

報
値

）
を

徳
山

ダ
ム

Ｈ
Ｐ

「
現

在
の

ダ
ム

状
況

（
水

質
情

報
）

」
に

掲
載

（
通

年
）

○
1
0月

川
と

海
の

ク
リ

ー
ン
大

作
戦

に
参

加

16



（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
、

N
P
O
揖
斐
自
然
環
境
レ

ン
ジ
ャ
ー
）

N
P
O
揖
斐
自
然
環

境
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
徳

山
ダ
ム
管
理
所

豊
か
な
野
生
生
物
を
育

む
自
然
環
境
の
保
全
に

向
け
た
植
樹
活
動
の
実

施 （
徳
山
ダ
ム
コ
ア
山
の

植
栽
、
保
育
）

計
画

実
績

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

施
　
策

(
1
)
日

本
の
ど
ま
ん
中
を
支
え
る
大
切
な
自
然
環
境
の

保
全

施
策
項
目

③
自
然
生
態
系
の
保
全

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

計
画

実
績

○
4月

コ
ア

山
下

草
刈

り
及

び
不

要
な

獣
害

防
止

カ
バ

ー
等

の
撤

去
を

計
画

○
4
月

地
元

小
中

学
校

に
よ

る
コ

ア
山

へ
の

仮
植

え
作

業
を

計
画

○
9
月

、
1
0月

地
元

小
中

学
校
に

よ
る

植
樹

活
動

（
苗

木
の

ホ
ー

ム
ス

テ
イ

活
動

）
を

計
画

○
1
1
月

第
26

回
徳
山

ダ
ム

上
流

に
実

の
な

る
木

を
植

え
よ

う
大

作
戦

を
計

画

17



（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

施
策
項
目

主
催

団
体

参
加
・
協
力
団
体

第
Ⅰ
四
半
期

(
2
)
日
本
一
の
水
と
森
に
学
び
、
や
す
ら
ぐ
場
と
し
て
の
活
用

⑤
学
習
の
場
の
提
供

1
2
月

1
月

2
月

3
月

具
体
の
施
策

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

第
Ⅱ
四
半
期

計
画

実
績

中
部
地
方
整
備
局

木
曽
川
水
系
ダ
ム

統
合
管
理
事
務
所

計
画

実
績

森
と
湖
に
親
し
む
旬
間

（
通
称
”
も
り
み
ず
”
）
イ

ベ
ン
ト

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

横
山
ダ
ム
管
理
室

中
部
電
力
株
式
会
社

－

計
画

実
績

水
力
発
電
所
の
役
割
や

機
能
を
紹
介
し
、
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

徳
山
ダ
ム
管
理
所

－

計
画

実
績

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）
徳
山
ダ
ム
管
理
所

計
画

実
績

水
の
週
間
イ
ベ
ン
ト

（
徳
山
ダ
ム
）

徳
山
湖
周
辺
の
優
れ
た

自
然
環
境
を
活
用
し
た

様
々
な
体
験
活
動
の
実

施

○
7
/2
1～

3
1
「

森
と

湖
に

親
し

む
旬

間
」

と
し

て
各

種
行

事
を

計
画

（
7
/2

5に
イ

ベ
ン

ト
開

催
を

予
定

）

○
7月

下
旬
（

予
定
）

発
電
所

の
見
学

会
を
計

画
（
国

土
交
通

省
横

山
ダ

ム
管

理
支

所
と

合
同

開
催
予

定
）

○
8月

第
1
週

「
水

の
週

間
イ

ベ
ン

ト
」

と
し

て
徳

山
ダ

ム
特

別
見

学
会

を
計

画

○
7
/末

親
子

サ
マ
ー

チ
ャ
レ

ン
ジ
を

計
画

○
1
2月

親
子

ウ
イ

ン
タ
ー

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

計
画

○
1～

2月
（

4
回
実

施
予
定

）

冬
の

森
体

験
を

計
画

○
希

望
日

小
学

校
を

対
象

に
徳

山
ダ

ム
湖

の
巡

視
体

験

18



（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
2
)
日

本
一
の
水
と
森
に
学
び
、
や
す
ら
ぐ
場
と
し
て

の
活
用

施
策
項
目

⑥
研
修
の
場
の
提
供

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

計
画

実
績

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）

－

宿
泊
施
設
「
ふ
じ
は
し
星

の
家
」
を
利
用
す
る
児
童

生
徒
等
の
各
種
研
修
活

動
へ
の
支
援
と
体
験
活

動
の
実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

○
5
月

～
1
1
月

「
ふ

じ
は

し
星

の
家

」
に

宿
泊

す
る

小
中

学
校

児
童

生
徒

等
の

各
種

団
体

等
が

実
施

す
る

各
種

研
修

活
動

の
支

援
や

、

自
然

環
境

や
自

然
素

材
を

活
用

し
た

様
々

な
体

験
活

動
を

計
画

（
6
1小

学
校

を
予

定
）

○
杉

原
山

登
山

道
の

整
備

を
予

定
○

揖
斐

川
町

木
育

活
動

へ
の

協
力

を
予

定

19



（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
3
)
広

域
で
継
続
的
な
交
流
・
連
携
の
推
進

施
策
項
目

⑧
活
動
を
通
じ
た
上
下
流
交
流

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）

－

揖
斐
川
上
下
流
の
小
中

学
児
童
生
徒
や
一
般
住

民
が
互
い
に
学
び
交
流

で
き
る
体
験
活
動
の
実

施

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

名
古
屋
市
上
下
水
道
局

揖
斐
川
町
（
生
命
の

水
と
森
の
活
動
セ
ン

タ
ー
）
、
徳
山
ダ
ム

管
理
所

水
源
地
探
検
隊

計
画

実
績

○
ブ
ナ

林
探

訪
会

（
冠

山
の

ブ
ナ

原
生

林
を

訪
れ

、
森

林
の

も
つ

役
割

や
水

環
境

に
つ

い
て

学
ぶ

ツ
ア

ー
）

を
計

画

○
4月

藤
橋

城
駐

車
場

に
て

ク
ラ

フ
ト

体
験

を
通

し
て

揖
斐

川
上

流
の

魅
力

を
発

信

○
8月

（
予

定
）

水
源

地
体

験
隊

は
、

募
集

人
数

を
小

学
生

と
保

護
者

3
0
組

6
0
名

程
度

と
し

て

以
下

の
活

動
を

計
画

・
徳

山
ダ

ム
見

学

・
水

源
地

保
全

の
重

要
性

に
関

す
る

講
義

・
自

然
体

験
活

動
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（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
4
)
水

源
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

施
策
項
目

⑪
観
光
振
興

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

西
美
濃
広
域
観
光
推
進

協
議
会

－

西
美
濃
地
域
が
持
つ
豊

か
な
自
然
と
多
く
の
優

れ
た
観
光
資
源
を
P
R
す

る
こ
と
に
よ
り
、
圏
域
の

観
光
振
興
と
地
域
活
性

化
を
図
る
。

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の

運
営
協
力

計
画

実
績

岐
阜
県
・
揖
斐
川
町

徳
山
ダ
ム
管
理
所
、

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

推
進
協
議
会
構
成

員

イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ
ム

計
画

実
績

（
１

）
観

光
客

誘
致

促
進

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

事
業

9
月

開
催

ツ
ー

リ
ズ

ム
E
X
P
O
ジ

ャ
パ

ン
2
0
2
6
東

京
2月

開
催

予
定

「
ぎ
ふ

西
美

濃
観

光
物

産
展

」
（

大
阪

）
）

（
２

）
周

遊
観

光
商

品
造

成
事

業
（

周
遊

観
光

商
品

の
調

査
及

び
新
規

造
成

・
販

売
）

（
３
）

海
外

観
光

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
事

業
令

和
9
年
2
月

～
3
月

予
定

台
湾

清
水

S
Aで

の
観

光
Ｐ

Ｒ

○
1
1
月

開
催

時
い
び

が
わ

マ
ラ

ソ
ン

の
運

営
協

力
を

計
画

（
４

）
ク

ラ
ウ

ン
ロ

ー
ド

利
用

促
進

事
業

ス
タ

ン
プ

ら
ラ

リ
ー

へ
の
参

画

○
R
5.

1
1
の

冠
山

峠
道

路
開

通
以

降
、

徳
山

ダ
ム

周
辺

へ
の

ア
ク

セ
ス

が
向

上
し

来
訪

者
が

増
加

し
て

い
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
徳

山
ダ

ム
を

利
用

し
た

新
た

な
観

光
イ

ベ
ン

ト
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（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
4
)
水

源
地
域
の
魅
力
を
活
用
し
た
産
業
の
振
興

施
策
項
目

⑫
新
た
な
産
業
の
振
興

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

計
画

実
績

揖
斐
川
町

横
山
ダ
ム
管
理
庁

舎
、
徳
山
ダ
ム
管
理

所

横
山
ダ
ム
・
徳
山
ダ
ム
を

活
用
し
た
特
産
品
開
発

（
日
本
酒
貯
蔵
）
事
業

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

令
和
８
年
度
に
つ
い
て
も
貯
蔵
事
業
を
継
続
予
定
で
、
取
り
出
さ
ず
に
貯
蔵
し
て
い
る
日
本
酒
に
つ
い
て
は
、
３
年
、
５
年
と
長
期
貯
蔵
し
た
の
ち
商
品
化
さ
れ
る
。

ま
た
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も
継
続
し
て
活
用
さ
れ
る
予
定
。
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（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
5
)
み

ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組

の
推
進

施
策
項
目

⑬
情
報
発
信

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）

－

徳
山
ダ
ム
の
機
能
を
は

じ
め
治
水
・
利
水
の
大

切
さ
、
さ
ら
に
は
当
セ
ン

タ
ー
の
活
動
内
容
等
を

広
く
伝
え
る
情
報
発
信

計
画

実
績

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

徳
山
ダ
ム
管
理
所

揖
斐
川
町
（
生
命
の

水
と
森
の
活
動
セ
ン

タ
ー
）

徳
山
ダ
ム
Ｐ
Ｒ

計
画

実
績

計
画

実
績

水
資
源
機
構

揖
斐
川
・
長
良
川
総
合

管
理
所

横
山
ダ
ム
管
理
室

中
部
地
方
整
備
局

木
曽
川
水
系
ダ
ム

統
合
管
理
事
務
所

ダ
ム
見
学
会
の
通
年
実

施 （
横
山
ダ
ム
）

計
画

実
績

（
１

）
徳

山
ダ

ム
や

関
連

施
設

の
総

合
案

内
（

通
年

）

（
２

）
生

命
の

水
と

森
の

活
動

セ
ン

タ
ー

お
よ

び
学

習
館

の
Ｐ

Ｒ
活

動
（

名
古

屋
市

水
フ

ェ
ス

タ
参

加
予

定
）

（
１

）
徳

山
ダ

ム
の

施
設

見
学

（
ダ

ム
天

端
及

び
左

右
岸

の
広

場
を

一
般

開
放

）
（

通
年

）

（
２

）
徳

山
ダ

ム
ダ

ム
カ

ー
ド

の
配

布
（

通
年

）

（
３

）
グ

ル
ー

プ
見

学
者

の
案

内
（

4
月

～
12

月
）

（
３

）
徳

山
ダ
ム

堤
体

登
坂

体
験

の
実

施

（
４

）
第

1
6回

揖
斐

川
上

流
水

源
地

域
の

自
然

写
真

コ
ン

ク
ー

ル
実

施
予

定

（
５

）
九

頭
竜
ダ

ム
の

内
容

を
加

え
た

、
福

井
県

側
か

ら
の

来
客

に
対

し
て

、
分

か
り

や
す

い
説

明
や

資
料

作
り

○
個

人
、

団
体

問
わ

ず
横

山
ダ

ム
の

見
学

会
を

計
画

（
通

年
）
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（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
5
)
み
ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組
の
推
進

施
策
項
目

⑮
啓
発
活
動
の
推
進

主
催

団
体

参
加
・
協
力
団
体

具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

揖
斐
川
町
（
生
命
の
水

と
森
の
活
動
セ
ン
タ
ー
）
徳
山
ダ
ム
管
理
所

豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
に
つ
い
て
学
ぶ
様
々

な
研
修
や
啓
発
活
動
を

実
施

計
画

実
績

中
部
電
力
株
式
会
社

－

揖
斐
川
筋
の
漁
協
・
小
学

校
・
教
育
委
員
会
に
対
し
て

水
難
事
故
防
止
P
R
活
動
を

実
施

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

○
小
中

学
校
児
童

生
徒
へ
の
啓

発
活
動
を

計
画
（
通

年
）

○
11
月
上
旬

徳
山
ダ
ム
管
理
所
長
に
よ
る
徳
山
ダ
ム
の
機
能
や
役
割
を
中
心
と
し
た

講
話
を
計
画

○
6月

中
旬

水
難

防
止
PR
活
動

を
計

画
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（
 
令

和
８

年
度

活
動

計
画

 
）

 
水

源
地

域
ビ

ジ
ョ

ン
に

関
す

る
取

組
内

容

施
　
策

(
5
)
み

ん
な
が
支
え
、
み
ん
な
を
支
え
る
た
め
の
取
組

の
推
進

施
策
項
目

⑰
交
流
の
場
づ
く
り

主
催

団
体

参
加

・
協

力
団

体
具
体
の
施
策

第
Ⅰ
四
半
期

第
Ⅱ
四
半
期

第
Ⅲ

四
半

期
第

Ⅳ
四

半
期

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

岐
阜
県
揖
斐
農
林
事
務

所
－

企
業
と
の
協
同
に
よ
る

森
林
づ
く
り

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

計
画

実
績

（
３

）
イ

ビ
デ

ン
（

株
）

：
植

樹
、

森
林

整
備

、
遊

歩
道

整
備

を
年

１
回

計
画

（
１

）
（

株
）

大
垣

共
立

銀
行

：
植

樹
、

獣
害

防
除

対
策

、
木

工
教

室
を

年
１

回
計

画

（
２

）
（

株
）

平
和

堂
：

下
刈

り
、

除
伐

等
の

森
林

整
備

を
年

１
回

程
度

計
画

延
べ

2
5
0
名

の
参

加
を

予
定
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

　令和６年度より実施してきた徳山ダム及び横山ダム堤体内への日本酒貯蔵事業につい
て、３月２４日に令和７年度分が新たに搬入され、貯蔵を開始した。１０月１日に貯蔵されてい
た６１２本のうち４６８本の取り出しを行い、徳山ダム分を「月山水　徳の山」、横山ダム分を
「星ろまん　藤の橋」として貯蔵業者の店舗や道の駅で販売を行った。また揖斐川町のふる
さと納税返礼品としても活用された。

計画内容
（令和８年度）

　令和８年度についても貯蔵事業を継続予定で、取り出さずに貯蔵している日本酒について
は、３年、５年と長期貯蔵したのち商品化される。またふるさと納税の返礼品としても継続し
て活用される予定。

写　真　な　ど

実
施
時
期

令和７年３月２４日貯蔵開始

継続して実施予定

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑫新たな産業の振興

横山ダム・徳山ダムを活用した特産品開発（日本酒貯蔵）事業

団
体
名
等

揖斐川町　横山ダム　徳山ダム

揖斐川町　横山ダム　徳山ダム

掲載記事

2025.10.3

岐阜新聞 13面

資料５
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

①水環境の保全

生命の水を育む源流域の水環境を保全するための清掃活動等の実施

団
体
名
等

生命の水と森の活動センター　揖斐自然環境レンジャー　その他関係諸団体　一般参加者

生命の水と森の活動センター　揖斐自然環境レンジャー　その他関係諸団体　一般参加者

実
施
時
期

通年

通年

報告内容
（令和７年度）

　水源地域の環境保全を目的に、NPOや関係諸団体、地域住民と協働して、揖斐川上流域
の清掃活動および環境パトロール活動を実施した。

・揖斐川流域クリーン大作戦（５/３１）約１０Kgのごみ収集
・冠山登山道クリーン作戦　通行止めのため中止
・夜叉ヶ池登山道クリーン作戦  通行止めのため中止
・徳山ダム上流域の陸上巡視、環境パトロール、公衆トイレの清掃活動（原則週２回実施）お
よび湖上巡視活動（原則年４回実施）

計画内容
（令和８年度）

　水源地域の環境保全を目的に、NPOや関係諸団体、地域住民と協働して、揖斐川上流域
の清掃活動および環境パトロール活動を計画している。

・冠山登山道クリーン作戦（１０月実施予定）
・夜叉ヶ池登山道クリーン作戦（１０月実施予定）
・徳山ダム上流域の陸上巡視、環境パトロール、公衆トイレの清掃活動（原則週２回実施予
定）および湖上巡視活動（原則年４回実施予定）

写　真　な　ど

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

揖斐川流域クリーン大作戦

陸上巡視、環境パトロール

資料６
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写　真　な　ど

広瀬又周辺

塚周辺 漆谷周辺

三ノ又周辺

湖上巡視
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

③自然生態系の保全

豊かな野生生物を育む自然環境の保全に向けた植樹活動の実施

団
体
名
等

生命の水と森の活動センター　揖斐自然環境レンジャー　その他関係諸団体　一般参加者

生命の水と森の活動センター　揖斐自然環境レンジャー　その他関係諸団体　一般参加者

実
施
時
期

令和７年４月～１２月

令和８年４月～１２月

報告内容
（令和７年度）

　徳山ダム上流域の工事跡地（コア山）などの荒廃林を中心に、揖斐川上流域で採取したブ
ナ、コナラ、ミズナラ、クルミ等の野生生物の餌となる実のなる木の植栽、育樹活動を実施し
た。

・苗木のホームステイ活動
　北方・清水小学校、北和中学校の児童生徒による植樹用苗木の仮植え作業
　（小学校４/１７、中学校４/２３に実施）
　コア山への植樹活動（小学校１０/１、中学校１０/３に実施）
・第２５回徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大作戦
　（１０/２５　植樹活動と種まきを実施　３５名参加）

計画内容
（令和８年度）

　徳山ダム上流域の工事跡地（コア山）などの荒廃林を中心に、揖斐川上流域で採取したブ
ナ、コナラ、ミズナラ、クルミ等の野生生物の餌となる実のなる木の植栽、育樹活動を実施予
定。

・育樹作業
　コア山下草刈り、不要な獣害防止カバー等の撤去（４月実施予定）
・苗木のホームステイ活動
　北方・小島小学校、北和中学校の児童生徒による植樹用苗木の仮植え作業
　（４月実施予定）
　コア山への植樹活動（９月～１０月実施予定）
・第２６回徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大作戦（１１月実施予定）

写　真　な　ど

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

８月のコア山の様子

プランターＢＯＸづくり 苗の仮植え

苗木のホームステイ活動
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写　真　な　ど

種まき

「徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大作戦」植樹と種まき

秋まで学校で水やり

チューベックスの取付け

植樹活動の参加者

地元高校生や家族等が参加

穴掘り

くい打ち
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

⑤学習の場の提供

徳山湖周辺の優れた自然環境を活用した様々な体験活動の実施

団
体
名
等

生命の水と森の活動センター

生命の水と森の活動センター

実
施
時
期

令和７年７月～令和８年２月

令和８年７月～令和９年２月

報告内容
（令和７年度）

　季節ごとに大きく変化する自然環境や様々な自然素材を活用しながら、小中学校児童生徒
や地域内外の多くの人に、水源地域の重要性や環境保全を学んでもらうための各種体験活
動を実施した。

・親子サマーチャレンジ　７月２６日　親子２組６名
　徳山ダム堤体登坂体験と親水体験、自然観察会

・親子ウインターチャレンジ
　冬のクラフトづくり　　 １２月１３日　　　　　　　　　 親子９組　１９名
　冬の森体験　　　　　　  １月１７日　スノーシュー　親子６組　１６名
　　　　　　　　　　　　　　　１月３１日　歩くスキー　　 親子６組　１５名
　　　　　　　　　　　　　　　２月　７日　イグルー作り　親子６組　１３名

計画内容
（令和８年度）

　季節ごとに大きく変化する自然環境や様々な自然素材を活用しながら、小中学校児童生徒
や地域内外の多くの人に、水源地域の重要性や環境保全を学んでもらう各種体験活動を計
画している。（郡内全小学校に実施案内配付予定）

・親子サマーチャレンジ（７月末実施予定）

・親子ウインターチャレンジ
　冬のクラフト（１２月実施予定）
　冬の森体験（１月～２月に４回実施予定）

写　真　な　ど

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

親子サマーチャレンジ

提体登坂 親水体験

講義と自然観察
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写　真　な　ど

親子ウインターチャレンジ・・・冬のクラフトづくり

親子ウインターチャレンジ・・・冬の森体験

落ち葉を使ったしおりづくり

リースづくり

歩くスキー

イグルーづくり

スノーシュー
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

⑥研修の場の提供

水と森の学習館を利用する児童生徒等の各種研修活動への支援と体験活動の実施

団
体
名
等

生命の水と森の活動センター

生命の水と森の活動センター

実
施
時
期

令和７年５月～１１月

令和８年５月～１１月

報告内容
（令和７年度）

　「ふじはし星の家」に宿泊する小中学校児童生徒や地域内外の各種団体等を対象として、
各種研修活動の支援及び自然環境や自然素材を活用した様々な体験活動を実施した。

・徳山湖面を活用したEボート体験…１５団体（４団体増）
・オリエンテーリングや天体観測等の自然環境や施設を活用した体験活動
・マイ箸づくりや丸太切り、火起こし等の自然素材を活用した体験活動
　…９４団体 ３,１００名 ※２月上旬現在
・杉原山登山道の整備（５/７）
・揖斐川町木育活動の支援（８/１、８/７）

 ＜小学校の研修＞　揖斐郡１７校　安八郡７校　羽島市６校　海津市５校　垂井町 ２校
　　　　　　　　　　　　　瑞穂市　３校　大垣市３校　本巣郡６校　養老町６校　　　全５５校

計画内容
（令和８年度）

　「ふじはし星の家」に宿泊する小中学校児童生徒や地域内外の各種団体等を対象として、
各種研修活動の支援及び自然環境や自然素材を活用した様々な体験活動を計画している。
（令和８年度：利用予定小学校数６１校）

・小中学校児童生徒やスポーツ少年団等の各種団体が実施する研修活動の支援
・オリエンテーリングやEボート、登山、川遊びや天体観測等の自然環境や施設を活用した体
験活動
・丸太切りや木の実クラフト等の自然素材を活用した体験活動
・杉原山登山道の整備（４月中旬実施予定）
・揖斐川町木育活動への協力

写　真　な　ど

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

Eボート体験 杉原山登山

オリエンテーリング 丸太切り体験
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写　真　な　ど

マイ箸づくり

火起こし

ダム登坂 バードコールづくり

湖上見学

登山道整備

徳山会館見

木の実クラフト
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

⑧活動を通じた上下流交流

揖斐川上下流の児童生徒や一般住民が広く互いに学び交流できる体験活動の実施

団
体
名
等

生命の水と森の活動センター　その他関係諸団体

生命の水と森の活動センター　その他関係諸団体

実
施
時
期

令和７年６月～１０月

令和８年４月～１０月

報告内容
（令和７年度）

・名古屋市上下水道局主催事業支援
「水源地探検隊」８月７日実施　参加者６８名
　次世代を担う子供たちに水源地の自然の豊かさや保全の大切さ学んでもらうため、講義や
親水体験を実施した。また、７年度は新人職員研修支援も実施した。
「なごや水フェスタ」出店：６月２日 (参加者５９名)
　名古屋市鍋屋上野浄水場で開催されたイベントにバードコール作りで出店した。

・交流支援活動（地元企業等イベント参加）
　西濃建設イベント参加（４/１２ １５名　栃の実荘にて木の実ストラップ）
　西濃建設イベント参加（８/３０ ２０名  栃の実荘にて木の実ストラップ）

計画内容
（令和８年度）

　下流域関係市（名古屋市）の上下水道局が、木曽三川水源地環境保全体験として実施す
る「水源地探検隊」イベントを支援する。また、上流域のブナ原生林が残る冠山を訪れ、森林
の役割や動植物の観察など、自然環境のすばらしさと大切さを学ぶブナ林探訪会を計画し
ている。

・藤橋城駐車場にてクラフト体験の出店（４月実施予定）
　水と森の学習館の諸活動をPRするとともに、クラフト体験を通して揖斐川上流の魅力を発
信する。
・名古屋市上下水道局主催の「水源地探検隊」活動（８月実施予定）
　次世代を担う子供たちに水源地の自然の豊かさや保全の大切さ学んでもらうため、参加者
による広葉樹の播種体験や除伐材等を使ったクラフト活動、登山等を計画している。

写　真　な　ど

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (3)　広域で継続的な交流・連携の推進

なごや水フェスタ（名古屋市上下水道局主催：バードコールづくり）

西濃建設一周年イベント 木の実ストラップづくり
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写　真　な　ど

名古屋市上下水道局主催「 水源地探検隊」親水体験

西濃建設イベントに出店 木の実ストラップづくり
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

⑬情報発信

徳山ダムの機能をはじめ治水・利水の大切さ、揖斐川上流の自然の美しさ、さらには当セン
ターの活動内容等を広く伝える情報発信

団
体
名
等

生命の水と森の活動センター

生命の水と森の活動センター

実
施
時
期

通年

通年

報告内容
（令和７年度）

　徳山ダムや水源地域のもつ機能や役割、揖斐川上流の自然の美しさ、さらには治水や利
水の大切さを多くの人に伝えていくとともに、活動センターの役割や活動内容についての情
報を発信した。

・徳山ダムや関連施設の総合案内（２４３団体 ２，５４９名 ※２月上旬現在）
・生命の水と森の活動センターのＰＲ活動（名古屋市水フェスタ  ６/２）
・徳山ダム堤体登坂体験の実施（５/２９、７/２６　２団体）
・第１５回揖斐川上流水源地域の自然写真コンクール（応募点数２９点）
　…３月地域交流センターはなもも、５月岐阜駅ハートフルスクエアーＧで展示予定
・徳山ダムの見学案内が新聞掲載されたことによる見学件数の増加（９４団体）
・町ＨＰへの情報掲載
・九頭竜ダムの視察

計画内容
（令和８年度）

　徳山ダムや水源地域のもつ機能や役割、揖斐川上流の自然の美しさ、さらには治水や利
水の大切さを多くの人に伝えていくとともに、活動センターの役割や活動内容についての情
報を発信する。

・徳山ダムや関連施設の総合案内
・生命の水と森の活動センターおよび学習館のＰＲ活動（名古屋市水フェスタ等への参加）
・徳山ダム堤体登坂体験の実施
・第１６回揖斐川上流水源地域の写真コンクール実施予定
・九頭竜ダムの内容を加えた、福井県側からの来客に対する分かりやすい説明や資料の工
夫

写　真　な　ど

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

九頭竜ダム視察

ダム案内（取水塔・地下のゲート
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写　真　な　ど

揖斐川上流域写真コンクール 展示（岐阜駅）令和６年度

いび高原でのＰＲ 中日新聞季刊誌

提体登坂に挑戦 登坂達成の記念写真
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

⑮啓発活動の推進

豊かな自然環境の保全について学ぶ様々な研修や啓発活動を実施

団
体
名
等

生命の水と森の活動センター

生命の水と森の活動センター

実
施
時
期

通年

通年

報告内容
（令和７年度）

　多種多様な野生生物を育む豊かな自然環境、その仕組や役割を理解しながら、将来にわ
たって守り育てていくことの大切さを学ぶ機会を設定した。

・徳山ダムおよびダム周辺の自然環境について学ぶ研修会
　実のなる木の植樹活動実施日に、水資源機構徳山ダム管理事務所の夏目所長による徳
山ダムの機能や役割等を中心とした講話を開催した。（１０/２５　３９人の親子参加）

・小中学校児童生徒への啓発活動
　学習館等での各種体験活動実施時に、利用する素材や体験内容に関わらせながら、自然
環境保全について学ぶ場を設定した。また池田小学校（１年　木の実のおもちゃで遊ぶ）、八
幡小学校（特別支援学級　木の実クラフト）下多度小学校（バードコールづくり、火起こし体
験）で出張授業を行った。

計画内容
（令和８年度）

　多種多様な野生生物を育む豊かな自然環境、その仕組や役割を理解しながら、将来にわ
たって守り育てていくことの大切さを学ぶ機会を設定する。

・徳山ダムおよびダム周辺の自然環境について学ぶ研修会
　水資源機構徳山ダム管理事務所所長による徳山ダムの機能や役割等を中心とした講話
を、実のなる木の植樹活動実施日に開催する。（１１月上旬ごろ　実のなる木の植樹活動日
に実施予定）

・小中学校児童生徒への啓発活動
　学習館等での各種体験活動実施時に、利用する素材の特徴や間伐の仕組みや効果、揖
斐川上流の自然環境などを体験内容に関わらせながら自然環境保全について学ぶ場を設
定する。

写　真　な　ど

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

ダムについての所長講 苗木のホームステイでの研修
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写　真　な　ど

クラフト材料の説明資料

登山での林の学習

ダム見学前の事前学習

揖斐川源流の学習
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添付資料１
研修した団体からお礼のメッセージ

小学校児童からの手紙

引率教師からの手紙
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令和6年度 令和7年度 添付資料２ 

団体数 98団体 94団体

令和6年度 令和7年度

分野 活動名 学校数（校）

木の実クラフト 6 6

マイ箸 24 21

バードコール 41 41

電気ペン 1 0

木の実ストラップ 4 6

丸太切り 47 39

オリエンテーリング 39 32

親水体験 10 10

ダム見学 35 47

登坂体験 3 2

Eボート 11 15

火起こし 49 50

野外炊事 59 56

天体観測 51 54

キャンプファイヤー 6 3

キャンドルセレモニー 3 5

R6年度　ダム案内実施人数

県内 計

学校関係 50 1,780 1,780

その他 101 404 953

合計 151 2,184 2,733

R7年度　ダム案内実施人数

県内 計

学校関係 42 1,541 1,541

その他 201 382 1,008

合計 243 1,923 2,549

626

626

団体別 団体数
人数

県外

549

549

クラフト

体験活動

夜の活動

団体別 団体数
人数

県外

0
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体験活動（56校）
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60

天体観測 キャンプファイヤー キャンドルセレモニー

夜の活動

0
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クラフト（56校）
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

実
施
時
期

令和７年４月　～　令和８年３月

令和８年４月　～　令和９年３月

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全

①水環境の保全

ダム湖の水環境の保全に取り組む

団
体
名
等

(独)水資源機構

(独)水資源機構

報告内容
（令和6年度）

・ダム貯水池の水質状況を水質汚濁に係る環境基準項目についてダム貯水池の水質・底質
の状況を定期的（月1回）に監視し、その実態を経年的、長期的に把握するとともに、調査結
果（速報値）を徳山ダムホームページ『現在のダム状況（水質情報）』に掲載している。

【参考】水質調査結果（速報値）URL
　　http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/reservoir/reservoir.html

計画内容
（令和7年度）

・ダム貯水池の水質状況を水質汚濁に係る環境基準項目についてダム貯水池の水質・底質
の状況を定期的（月1回）に監視し、その実態を経年的、長期的に把握するとともに、調査結
果（速報値）を徳山ダムホームページ『現在のダム状況（水質情報）』に掲載していく。

【参考】水質調査結果（速報値）URL
　　http://www.water.go.jp/chubu/tokuyama/reservoir/reservoir.html

写　真　な　ど
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

・従前より民間旅行会社とのインフラツーリズムが実施されていたが、更なる徳山ダムと貯水
池を観光面での活用について、岐阜県と揖斐川町の主催により関係機関参加の下、勉強会
を開催。
・「インフラツーリズム魅力倍増プロジェクトについて」、「水資源機構ダムの観光活用につい
て」、「八ッ場ダムの観光活用」について、それぞれの講師からの講演のほか、意見交換を実
施し、キックオフ的なものとなった。
・徳山ダムからの素案を基に、総合管理所で検討を実施中。

計画内容
（令和８年度）

・令和7年度の勉強会を踏まえ、徳山ダムと貯水池を活用した「インフラツーリズム」の実施に
向けて関係者と議論を進めていく。

写　真　な　ど

実
施
時
期

10月29日

未定

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑩県境を越えた広域連携、⑪観光振興、⑬情報発信

更なる徳山ダムと貯水池を活用したインフラツーリズムの実施

団
体
名
等

(独)水資源機構、岐阜県、揖斐川町、水源地域ビジョン推進協議会構成機関

(独)水資源機構、岐阜県、揖斐川町、水源地域ビジョン推進協議会構成機関

講演資料
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

ロックフィルダムである特性を活かして、日本一の堤体積と、総貯水容量を誇る徳山ダムの大
きさや迫力などを体感することのできる登坂体験を企画しました。
登山用のストックなどは使用せず、自らの手足での登坂体験。
試験的な実施のため、揖斐郡内の小中学生を対象とした。

実施日
　 清水小学校　　　　　　　　  5月29日（木）　参加人数：14名
　 親子サマーチャレンジ　　7月29日（火）　参加人数：  6名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計：20名（2団体）

計画内容
（令和８年度）

ロックフィルダムである特性を活かして、日本一の堤体積と、総貯水容量を誇る徳山ダムの大
きさや迫力などを体感することのできる登坂体験を企画しました。
登山用のストックなどは使用せず、自らの手足での登坂体験。
試験的な実施のため、揖斐郡内の小中学生を対象としている。

　　5月～7月の間で実施予定。

写　真　な　ど

実
施
時
期

5月28日（火）※雨天　⇒　6月25日（火）実施、5月29日（木）、7月26日（土）

5月～7月（予定）

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策

(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
(4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑦健康づくりと安らぎの場の提供、⑨教育交流の推進、⑪観光振興、⑰交流の場づくり

徳山ダム堤体登坂体験（試験的実施）

団
体
名
等

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター

堤体登坂風景

50



施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

徳山ダムのダム湖を作業船に乗船し、１学年30名程度の少人数の小学校を対象とし管理
用船舶に乗船し、職員による解説を行った。
実施日
　 宮地小学校　　　　　　　　  5月14日（水）　参加人数：14名
　 谷汲小学校　　　　　　　　  6月  3日（火）　参加人数：23名
　 日吉小学校　　　　　　　　  6月13日（金）　参加人数：19名
 　個人　　　　　  　　　　　　　  8月29日（金）　参加人数：14名
　 福寿小学校　　　　　　　　10月24日（火）　参加人数：89名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　合計：159名

計画内容
（令和８年度）

徳山ダムのダム湖を作業船に乗船し、１学年30名程度の少人数の小学校を対象とし管理
用船舶に乗船し、職員による解説を行いながら、湖上巡視体験を実施予定。

日程は未定であるが、学校の希望があれば実施予定。

写　真　な　ど

実
施
時
期

5月～10月

希望に応じ実施

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策
(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑤学習の場の提供、⑨教育交流の推進、⑬情報発信

徳山ダム湖上巡視体験

団
体
名
等

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター

巡視体験風景
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

徳山ダムのダム湖でEボート１艇に10名程度(指導員含む)乗船し、徳山湖の美しさと雄大さを
間近に感じ、仲間と協力しながらボートを漕いで揖斐川源流域の自然の大切さ素晴らしさを
学びとってもらう。
最大４艇まで。
実施日
　　大野町立大野南小学校　　5月13日（火）　参加人数：23名
　　揖斐川町立大和小学校　　5月15日（木）　参加人数：24名
　　揖斐川町立北方小学校　　5月27日（火）　参加人数：21名
　　揖斐川町立揖斐小学校　　6月18日（水）　参加人数：22名
　　海津市立石津小学校　　    7月  3日（木）　参加人数：27名
　　穂積卓球少年団　　 　　　　 7月19日（土）　参加人数：27名
　　養老町立上多度小学校　　9月11日（木）　参加人数：16名
　　羽島市立足近小学校　　　 9月16日（火）　参加人数：48名
　　羽島市立堀津小学校　　　 9月24日（水）　参加人数：30名
　　輪之内町立福東小学校　　9月30日（火）　参加人数：20名
　　海津市立今尾小学校　　　10月 2日（木）　参加人数：28名
　　海津市立海西小学校　　　10月 7日（火）　参加人数：21名
　　養老町立養北小学校　　　10月 8日（水）　参加人数：26名
　　養老町立広幡小学校　　　10月14日（火）　参加人数：16名
　　羽島市立桑原学園　　　　 10月21日（火）　参加人数：28名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計：377名（15団体）

計画内容
（令和８年度）

徳山ダムのダム湖でEボート１艇に10名程度(指導員含む)乗船し、徳山湖の美しさと雄大さを
間近に感じ、仲間と協力しながらボートを漕いで揖斐川源流域の自然の大切さ素晴らしさを
学びとってもらう。
最大４艇まで。

日程は未定であるが、学校の希望があれば実施予定。

写　真　な　ど

実
施
時
期

5月～10月

希望に応じ実施

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策
(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑤学習の場の提供、⑨教育交流の推進、⑬情報発信

徳山ダム湖Eボート体験

団
体
名
等

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター

E-ボート体験風景
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

苗木のホームステイ・実のなる木を植えよう大作戦

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策
(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

②ダム機能保全のための森林の保全整備、⑧活動を通じた上下流交流、⑮啓発活動の推進

団
体
名
等

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター、揖斐自然環境レンジャー、揖斐川町、
地元小中学校、その他関係諸団体および一般個人
(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター、揖斐自然環境レンジャー、揖斐川町、
地元小中学校、その他関係諸団体および一般個人

実
施
時
期

６月～10月　※下草刈りは天候不順のため中止

６月～10月（予定）

報告内容
（令和７年度）

揖斐川水源地域全体にミズナラ、コナラ、カシ、トチ、クリなどの野生動物の餌となる「実のなる
木」を植樹し、その下草刈りや保育作業を通して山の仕事を実体験するとともに、生物多様性豊
かな森林づくりに努める。
生命の水と森の活動センター協議会等が主催するコア山での植樹、保育活動について協力を
行った。
　 下草刈り　　天候不順のため中止
　苗木のホームステイ（植樹活動）
　　北方、清水小学校　10月1日(水)（植樹）　参加者：43名
　　北和中学校　　　　10月3日(金)（植樹）　参加者：39名
　実のなる木を植えよう大作戦
　　一般参加　　　　　10月25日(土)　参加者：20名

計画内容
（令和８年度）

揖斐川水源地域全体にミズナラ、コナラ、カシ、トチ、クリなどの野生動物の餌となる「実のなる
木」を植樹し、その下草刈りや保育作業を通して山の仕事を実体験するとともに、生物多様性豊
かな森林づくりに引き続き継続して努める。
生命の水と森の活動センター等が主催するコア山での植樹、保育活動について協力を行う。

　下草刈り　　６月上旬～中旬

　苗木のホームステイ（植樹活動）
　　揖斐川町内小中学生（９月中旬～10月上旬）

　実のなる木を植えよう大作戦
　　植樹作業　10月下旬

写　真　な　ど

苗木のホームステイ：北方、清水小学校 苗木のホームステイ：北和中学校

実のなる木を植えよう大作戦
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行
う。

徳山ダム施設特別見学会
　水の週間のイベントとして、ダム堤体内のゲート室や監査用通路の見学会を一般の方を対
象に実施。見学会は、職員による案内付きで、ダム堤体内を自由散策（利水放流管ゲート室
まで）。
〔見学会参加人数〕　約６００名

・管理所会議室に入場無料の展示室を開放し、徳山ダムの紹介パネルや季節毎のダム周辺
の風景や動物の動画、点検放流動画でダム管理のPRや休憩スペースとして活用。

計画内容
（令和８年度）

豊かな自然環境と地域資源の活用により、効果的な学びの環境づくりを図る。
　水源地域の価値や役割の周知、ダムの必要性・重要性を理解して頂くための啓発活動を行
う。

徳山ダム施設特別見学会
　水の週間のイベントとして、ダム堤体内の見学会を一般の方を対象に実施予定。

管理所会議室に入場無料の展示室を開放し、徳山ダムの紹介パネルや季節毎のダム周辺
の風景や動物の動画、点検放流動画でダム管理のPRや休憩スペースとして活用予定。

写　真　な　ど

団
体
名
等

(独)水資源機構

(独)水資源機構

実
施
時
期

８月３日（日）

８月第１週（水の週間）の土曜日　予定

ダム特別見学会

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策
(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑤学習の場の提供、⑮啓発活動の推進

堤体上散策の様子

堤体内見学会の様子

堤体内見学会受付の様子

堤体内見学会の様子
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

なごや水フェスタ　６月１日（日）　〔来場者数：約7,000名〕
名古屋市上下水道局が主催する第67回水道週間行事『なごや水フェスタ』に水資源機構中部管内の
岩屋ダム、味噌川ダム、長良川河口堰とともに１ブースでダムのパネル展示などで広報活動。

水源地探索隊　８月６日（水）　〔参加者数：60名〕
次世代を担う子どもたちに、なごやの水源地の自然の豊かさや保全の大切さを学んでいただくため、
給水地域の小学生とその保護者向けに、徳山ダムの見学会を開催。

モニター見学会　11月14日（金）　〔参加者数：69名〕
名古屋市上下水道局の給水地域在住のモニター向け見学会

計画内容
（令和８年度）

なごや水フェスタ　６月上旬
名古屋市上下水道局が主催する第68回水道週間行事『なごや水フェスタ』に水資源機構中部管内の
岩屋ダム、味噌川ダム、長良川河口堰とともに１ブースでダムのパネル展示などで広報活動予定。

水源地探索隊　８月初旬
次世代を担う子どもたちに、なごやの水源地の自然の豊かさや保全の大切さを学んでいただくため、
給水地域の小学生とその保護者向けに、徳山ダムの見学会を開催予定。

写　真　な　ど

団
体
名
等

名古屋市上下水道局、(独)水資源機構

名古屋市上下水道局、(独)水資源機構

実
施
時
期

６月２日（日）、８月９日（土）、11月13日（水）

６月上旬、８月初旬予定

なごや水フェスタ、水源地域探検隊

令和7年度 活動報告、令和8年度 活動計画　について

施策
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
(5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑧活動を通じた上下流交流、⑬情報発信

なごや水フェスタ会場写真

水源地域探検隊 徳山ダム見学

名古屋市上下水道局モニター 徳山ダム見学
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

揖斐川流域クリーン大作戦
5月31日（土）　全１８会場

冠山登山道清掃活動
10月11日（土）　参加人数6名

川と海のクリーン大作戦
10月25日（土）　揖斐川町会場

夜叉ヶ池登山道清掃活動　※通行止めのため中止

計画内容
（令和８年度）

・揖斐川流域クリーン大作戦　５月下旬
・川と海のクリーン大作戦　１０月下旬
上記、開催予定の活動に参加予定。

写　真　な　ど

団
体
名
等

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター、NPO法人揖斐自然環境レンジャー、揖斐
川町、揖斐川上流漁業協同組合、中部地方整備局、その他関係諸団体および一般個人
(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター、NPO法人揖斐自然環境レンジャー、揖斐
川町、揖斐川上流漁業協同組合、中部地方整備局、その他関係諸団体および一般個人

実
施
時
期

5月31日（土）　、10月11日（土）、10月25日（土）

上記同様の日程予定

揖斐川流域クリーン大作戦ほか

令和7年度 活動報告、令和8年度 活動計画　について

施策
(1)　日本のどまん中を支える大切な自然環境の保全
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進

①水環境の保全、⑧活動を通じた上下流交流

揖斐川流域クリーン大作戦 清掃活動

56



施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

・徳山ダムの施設見学
　徳山ダムをＰＲするため、ダム天端および左右岸の広場を一般開放している。
　（冬期は、一部閉鎖区域あり）
　一般開放は、９時～17時　　土日祝日も実施。
　
・案内付きのグループ見学は、４月から12月にかけて約2,200名をダム堤体内などに案内。

・徳山ダム　ダムカードの配布（４月～１２月で約20,600枚）
　徳山ダム来訪者へ、ダムカードを配布している。
　（９時～17時に管理所１階受付で配布）

・ＨＰでの紅葉情報の発信

計画内容
（令和８年度）

・徳山ダムの施設見学
　徳山ダムをＰＲするため、ダム天端および左右岸の広場を一般開放。
　（冬期は、一部閉鎖区域あり）
　一般開放は、９時～17時　　土日祝日も実施。
　
・案内有りのグループ見学は、４月から12月にかけてダム堤体内などに案内。

・徳山ダム　ダムカードの配布
　徳山ダム来訪者へ、ダムカードを配布している。
　（９時～17時に管理所１階受付で配布）

・ＨＰでの紅葉情報等を発信していく。

写　真　な　ど

団
体
名
等

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター

(独)水資源機構、生命の水と森の活動センター

実
施
時
期

通年

　〃

徳山ダムＰＲ

令和7年度 活動報告、令和8年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑬情報発信

ダムカード風フォトフレーム（令和６年度設置）

ダムカード（令和６年度更新）

紅葉情報の発信
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

計画内容
（令和８年度）

　個人、団体を問わず、全国に１３基しかない「中空重力式コンクリートダム」の見学会を行
い、ダムの概要、役割を始め、堤体内中空部の体感、揖斐川の治水、徳山ダムとの連係操
作等について説明し、ダム事業の理解を深めていただく。
　見学会は基本開庁日とする。
　ダムカードは一年を通じ、来庁者（希望者）に配布する。

写　真　な　ど

団
体
名
等

独立行政法人水資源機構揖斐川・長良川総合管理所横山ダム管理室

独立行政法人水資源機構揖斐川・長良川総合管理所横山ダム管理室

実
施
時
期

通年（基本開庁日 ＋ 閉庁日数回）

通年（基本開庁日 ＋ 閉庁日数回）

報告内容
（令和７年度）

　個人、団体を問わず、全国に１３基しかない「中空重力式コンクリートダム」の見学会を行
い、ダムの概要、役割を始め、堤体内中空部の体感、揖斐川の治水、徳山ダムとの連係操
作等について説明し、ダム事業への理解を深めていただいた。
　令和７年度は６１５名（令和８年１月３１日現在）の方が見学。
　また、ダムカードは５，２４２ 枚（令和８年１月３１日現在）配布。
　※人数及びダムカード配布枚数は（記入２）のイベントの人数も含む

ダム見学会の通年実施

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供⑥研修の場の提供⑦健康づくりと安らぎの場の提供
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

　国土交通省及び林野庁では、昭和６２年度から、国民に森林や湖に親しむことにより、心
身をリフレッシュしながら、森林やダム等のもっている自然豊かな空間や社会生活に果たし
ている役割について理解を深めていただくことを目的として、毎年７月２１日から７月３１日ま
でを「森と湖に親しむ旬間」として定め、全国の管理ダムを中心に各種行事を行っている。
　横山ダムにおいては、新型コロナによる行動制限が緩和された令和４年度から引き続き実
施している「予約制のダム見学」と説明者なしでダム内を見学していただく「自由散策」を並
行して行った。また、建設当時のビデオ放映等を行うとともに、中部電力（株）の協力のもと、
横山発電所の見学会を行った。来場者からの意見は概ね好評であった。
　イベントでは、145名（横山ダム自由散策・発電所見学：119名、ダムカードのみ配布：26名）
の方にご来場いただいた。

計画内容
（令和８年度）

　国土交通省及び林野庁では、昭和６２年度から、国民に森林や湖に親しむことにより、心
身をリフレッシュしながら、森林やダム等のもっている自然豊かな空間や社会生活に果たし
ている役割について理解を深めていただくことを目的として、毎年７月２１日から７月３１日ま
でを「森と湖に親しむ旬間」として定め、全国の管理ダムを中心に各種行事を行っている。
　横山ダムにおいては、同旬間中の７月２５日（土）に、イベントを計画している。内容として
は、令和４年度から実施し、好評の意見が多かった「自由散策」を主軸にイベントを開催する
予定である。また、令和４年度から実施している中部電力（株）による横山発電所の見学会
と、揖斐川町に出店等を依頼する予定である。

写　真　な　ど

実
施
時
期

令和7年7月26日

令和8年7月21日～7月31日（イベント開催日は７月２５日（土）を予定）

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供　⑦健康づくりと安らぎの場の提供

森と湖に親しむ旬間（通称“もりみず”）イベント

団
体
名
等

独立行政法人水資源機構揖斐川・長良川総合管理所横山ダム管理室

独立行政法人水資源機構揖斐川・長良川総合管理所横山ダム管理室
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

ツーリズムEXPOジャパン2025（愛知） ぎふ西美濃観光物産展in大阪

クラウンロード利用促進ポスター展示 名神高速道路全線開通60周年記念イベント

報告内容
（令和７年度）

１　観光客誘致促進キャンペーン事業
　⑴　ツーリズムＥＸＰＯジャパン2025（愛知）への出展
　　　 令和7年9月25日～令和7年9月28日
　⑵　「ぎふ西美濃観光物産展」（大阪）開催
　　　 令和8年2月9日～令和8年2月10日
　⑶　クラウンロード利用促進ポスター展示
　　　 令和7年4月～令和8年3月

２　周遊観光商品造成事業
　⑴　西美濃地域にある観光資源をﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟのうえ旅行商品化しVISIT岐阜県で販売
　　　 →12月31日現在　通常　　　　  ：送客数　 44人　    総売上   107,600円
　　　　　　　　　　　　　　 キャンペーン：送客数　525人　    総売上 1,368,250円

３　海外観光プロモーション事業
　⑴　台湾高速道路 清水（ちんすい）サービスエリア（台湾台中市）での観光PR展
　　　 令和7年3月

４　その他
　⑴　中日本高速道路株式会社（NEXCO中日本）との連携
　　　 名神高速道路全線開通60周年記念イベントへの出展など

計画内容
（令和８年度）

１　観光客誘致促進キャンペーン事業
　⑴　ツーリズムEXPOジャパン2026（東京）への出展
　　 　→令和8年9月出展予定
　⑵　「ぎふ西美濃観光物産展」（大阪）開催
　　 　→令和9年2月開催予定

２　周遊観光商品造成事業
　⑴　周遊観光商品の調査及び新規造成・販売

３　海外観光プロモーション事業
　⑴　台湾清水サービスエリアでの観光ＰＲ
　　　 →令和9年2月～3月実施予定

４　クラウンロード利用促進事業
　⑴　丹南広域観光協議会主催ドライブスタンプラリーへの参画
　⑵　クラウンロード利用促進ポスター展示
　　　 →令和8年4月～令和9年3月

写　真　な　ど

実
施
時
期

令和7年4月～令和8年3月

令和8年4月～令和9年3月

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 （4）水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

西美濃地域が持つ豊かな自然と多くの優れた観光資源をＰＲすることにより、圏域の観光
振興と地域活性化を図る。

団
体
名
等

西美濃広域観光推進協議会

西美濃広域観光推進協議会
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

　■多くの方々に発電所の機能や役割を理解していただくことを目的に発電所の見学を実施
した。

計画内容
（令和８年度）

　■多くの方々に発電所の機能や役割を理解していただくことを目的に発電所の見学を計画
する。 （国土交通省　横山ダム支所と合同開催予定）

写　真　な　ど

　■見学状況（参考：令和６年度）

実
施
時
期

７月２６日

７月下旬（予定）

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用

⑤学習の場の提供

水力発電所の役割や機能を紹介し、理解を深めていただく

団
体
名
等

中部電力株式会社

中部電力株式会社　
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

実
施
時
期

１１月９日

１１月上旬（予定）

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (4)　水源地域の魅力を活用した産業の振興

⑪観光振興

いびがわマラソンの運営協力

団
体
名
等

中部電力株式会社

中部電力株式会社

報告内容
（令和７年度）

　
　■実施内容　・当日の給水係員協力、給水所用地および飲料水の無償提供
　■参加人数　・当日の給水係　６名

計画内容
（令和８年度）

　
　■実施内容　・当日の給水係員協力、給水所用地および飲料水の無償提供
　■参加人数　・当日の給水係　６名

写　真　な　ど

　■写真なし
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

実
施
時
期

６月１７日実施　

６月中旬（予定）

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑮啓発活動の推進

揖斐川筋の小学校・教育委員会に対して水難事故防止PR活動を実施

団
体
名
等

中部電力株式会社

中部電力株式会社

報告内容
（令和７年度）

　■水難事故防止ＰＲ活動
　・小学校
　　　揖斐川町の流域小学校７校（谷汲・小島・清水・揖斐・大和・北方小学校）に対し
       水難事故防止PRおよび水難事故防止PR実施、文具の配布　（文具は小学校１年生
       のみ対象）
　・教育委員会
　　　揖斐川町教育委員会に対し水難事故防止PR実施

計画内容
（令和８年度）

　■水難事故防止ＰＲ活動
　・小学校
　　　揖斐川町の流域小学校７校（谷汲・小島・清水・揖斐・大和・北方小学校）に対し
       水難事故防止PRおよび水難事故防止PR実施、文具の配布　（文具は小学校１年生
       のみ対象）
　・教育委員会
　　　揖斐川町教育委員会に対し水難事故防止PR実施

写　真　な　ど

　■水難事故防止チラシ、PR用品の配布
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

報告内容
（令和７年度）

○（株）大垣共立銀行が揖斐川町内で行う社会貢献活動(CSR活動)を支援
　（実施内容）
　　活 動 日：令和７年５月１０日　　活動場所：揖斐川町　OKB森林共和国
　　活動内容：植樹、野外工作体験
　　参加人数　約１３０名

○（株）平和堂が池田町内で行う社会貢献活動（CSR活動）を支援
　（実施内容）
　　活 動 日：令和７年５月２９日　　活動場所：池田町　平和の森
　　活動内容：除伐、下刈り
　　参加人数　約５０名

○イビデン（株）が揖斐川町内で行う社会貢献活動（CSR活動）を支援
　（実施内容）
　　活動日：令和７年１０月２５日　　活動場所：揖斐川町　イビデンの森
　　活動内容：獣害防護柵設置、遊歩道整備ほか
　　参加人数：約１３０名

計画内容
（令和８年度）

（株）大垣共立銀行、（株）平和堂、イビデン（株）の３企業が、揖斐管内で行う社会貢献活動
（ＣＳＲ活動）に対して引き続き支援を行う。
（実施内容）
〇（株）大垣共立銀行
　植樹、獣害防除対策、木工教室等を年１回程度実施
〇（株）平和堂
　下刈り、除伐等の森林整備を年１回程度実施
〇イビデン（株）
　植樹、森林整備、遊歩道整備等を年１回程度実施

実施回数　３回程度
参加人数　延べ　２５０名程度

写　真　な　ど

イビデン活動（獣害防護柵設置）OKB活動（記念植樹）

実
施
時
期

令和７年５月～１０月

令和８年５月～１０月（予定）

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策 (5)　みんなが支え、みんなを支えるための取組の推進

⑰交流の場づくり

企業との協働による森林づくり

団
体
名
等

岐阜県揖斐農林事務所　林業課

岐阜県揖斐農林事務所　林業課
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施策項目

具体の施策

令和７年度

令和８年度

令和７年度

令和８年度

水源地保全の重要性に関する講義

実
施
時
期

令和７年８月６日（水）

令和８年８月（予定）

令和７年度 活動報告、令和８年度 活動計画　について

施策
(2)　日本一の水と森に学び、やすらぐ場としての活用
(3)　広域で継続的な交流・連携の推進
⑤学習の場の提供
⑧活動を通じた上下流交流

水源地探検隊

団
体
名
等

名古屋市上下水道局、生命の水と森の活動センター、(独)水資源機構

名古屋市上下水道局、生命の水と森の活動センター、(独)水資源機構

報告内容
（令和７年度）

水源地の自然の豊かさや保全の大切さを学び、流域全体で水源地を守っていく意識を醸成
していくため、小学生とその保護者を対象に、徳山ダム周辺で、ダム見学や親水体験等の活
動を行った。

■主な内容
・徳山ダム見学
・水源地保全の重要性に関する講義
・親水体験
■参加者
・名古屋市給水区域内在住の小学生と保護者　18組50名

計画内容
（令和８年度）

　小学生とその保護者を対象に、徳山ダム周辺で、ダム見学や水源地保全の重要性に関す
る講義等の活動を予定している。

■ 主な内容
・ 徳山ダム見学
・ 水源地保全の重要性に関する講義
・ 自然体験活動
■募集対象
・ 名古屋市給水区域内在住の小学生と保護者　60名

写　真　な　ど

徳山ダム見学 親水体験
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揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 規約 
 
（名称） 
第１条 本会は、「揖斐川水源地域ビジョン推進協議会」（以下「協議会」と

いう）と称する。 
 
（目的） 
第２条 協議会は、揖斐川水源地域ビジョンに基づき、徳山ダム上流域を核と

する揖斐川水源地域を流域全体の貴重な財産と位置づけ、水源地域だけ

ではなく、治水・利水の恩恵が及ぶ広域の人達が参画し、揖斐川水源地

域の豊かな自然環境を保全するとともに、適切なダム管理との整合を図

りながら、広大な自然環境、地域の伝統文化、多様な観光資源等の積極

的な利活用を図るため、流域住民、NPO 法人や企業等の各種団体、関係

行政機関、水源地域自治体、ダム事業者等が一体となって、個々の役割

を果たすとともに、相互の連携・協力の下、ビジョンの着実な推進を図

り、もって水源地域の自立的、持続的な活性化に寄与することを目的と

する。 
 
（事業） 
第３条 協議会は、以下の項目について実施するものとする。 

  (1)ビジョンに位置付けた施策の実施状況の確認 
  (2)着実かつ効率的なビジョン推進のための協議・調整 
 (3)生命の水と森の活動センターの事業内容に関する確認や助言・指導及び

活動協力 
 (4)その他目的を達成するために必要な事項 

 
（組織等） 
第４条 協議会は、別表に掲げる委員をもって構成する。但し、協議会の中で

了解を得たうえで、運営上必要な委員の増減を図ることができる。 
２ 組織の改編等により委員の組織及び職名等が変更となった場合は、組

織及び職名等を新たな組織及び職名等に読み替え、その職に就いた者が、

協議会の委員を継承する。 
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（協議会の招集及び成立） 
第５条 協議会は、事務局がこれを招集し、揖斐川町長が議長を務める。 

２ 協議会は、委員の過半数の出席を持って成立する。 
３ 委員がやむを得ない事由により会議に出席できないときは、代理人を

出席させることができる。 
 
（協議会の開催） 
第６条 協議会は、原則として年１回開催する。その他、必要に応じて適宜開

催することができる。 
 
（公開） 
第７条 協議会は、原則として公開とする。 
  ２ ただし、議長が必要と認めた場合には非公開とすることができる。 
 
（事務局） 
第８条 協議会の事務局は、揖斐川町に置くこととし、事務局の運営に関し必

要な事項については、独立行政法人 水資源機構 揖斐川・長良川総合管

理所が協力して実施するものとする。 
 
（雑則） 
第９条 本規約に定めのない事項については、協議会において別途定める。 
 
付則 

この規約は、平成２０年２月１３日から施行する。 
 

別表の委員について、「生命の水と森の活動センター協議会 センター長」

を追加する。 
この規約は、平成２７年１１月２６日から施行する。 

 
別表の委員について、「財団いびがわ 理事長」及び「生命の水と森の活動

センター協議会 センター長」を削除する。 
この規約は、令和５年４月１日から施行する。 

 

事務局について、水資源機構の組織改編に伴い「徳山ダム管理所」を「揖斐

川・長良川総合管理所」に変更し、併せて別表の委員の所属・役職も変更する。 
この規約は、令和７年４月１日から施行する。 
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分　　　類 区　　　分 所　　属　・　役　　職

各種団体 関連地元事業者 揖斐郡森林組合　代表理事組合長

関連団体 ＮＰＯ 揖斐自然環境レンジャー　理事長

西美濃広域観光推進協議会　事務局長

大垣商工会議所　交流産業委員長

揖斐川町商工会　会長

関連企業
中部電力株式会社　再生可能エネルギーカンパニー
岐阜水力センター所長

イビデン株式会社　エネルギー統括部　部長

関係行政機関 国土交通省 中部地方整備局　河川部　河川保全管理官

中部地方整備局　木曽川上流河川事務所長

中部地方整備局　木曽川水系ダム統合管理事務所長

林野庁 中部森林管理局　岐阜森林管理署　次長

関係地方公共団体 岐阜県　県土整備部　河川課長

岐阜県　都市建築部　水資源課長

岐阜県　揖斐県事務所長

岐阜県　県土整備部　揖斐土木事務所長

岐阜県　農政部　揖斐農林事務所長

愛知県　建設局水資源課長

三重県　地域連携・交通部　水資源・地域プロジェクト課長

名古屋市上下水道局 技術本部　計画部 水道計画課長

流域市町代表 大垣市　副市長

水源地域自治体 　 揖斐川町長

ダム事業者 水資源機構  中部支社　施設管理課長

水資源機構　揖斐川・長良川総合管理所長

令和7年4月1日時点

揖斐川水源地域ビジョン推進協議会 委員一覧
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